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柿沼貴志| 検 索 

柿沼貴志のプロフィール 
●昭和 50年 11月 11日生まれ  

おいもと幼稚園～桜ヶ丘小学校～長野中学～羽生第一高校 

●小中と野球少年だったが、高校から空手道に励む 

●趣味：自転車、野球、ソフト、カラオケ 

●平成 23年行田市議会議員に初当選（1,759票） 

●平成２７年 県議選初挑戦（12,７５２票 次点） 

●平成３１年 県議選に於いて 15,253票の信託を頂き初当選 

●無所属県民会議（１３名第二会派）にて活動中！ 

●朝の清掃＆挨拶活動は１１年目に突入、1,000回を超え継続中！ 

●県民の声を県政に届ける為各地でミニ集会を実施中！ 

柿沼貴志 

発行 

連絡先 

埼玉県議会議員 

令和 4年度埼玉県一般会計補正予算 

第 1号、第 2号、第 3号合計額 

累計予算額 

埼玉県議会議員になってから３年が経ちました。 

あっという間でしたが県議会議員という職責の重さに改めて身の引き締まる思いです。 

これからの埼玉県、そして行田市が発展するためにもいくつか質問させてください。 

 

質問①埼玉県の南北格差について 

大野知事は県北にも心を寄せていただいている。知事の考える県北地域の対策についての考えは？ 

それぞれの地域の特性を把握して良いところを生かしていく。埼玉県としては交通の便が良い、利用しやすい

土地があることが他の首都圏にない特徴であると考えている。一方で近い郊外と言う特性もあって、美しい里山と、首

都圏に近いと言う利便性も兼ね備え両面の良い部分を埼玉県が持っていると考えている。そうした特性を産業の面か

らも人の移住の面からも、さらにはまちづくりと言う観点からも生かしていくということが必要である。その中で北部地域

は、一定程度の住みやすい良い環境がある一方で首都圏に近いと言う特性を交通の便と共に生かしていく必要があ

る。県央部のインフラの整備は、県南県央と言うよりも、どちらかと言えば県北のために進める必要があると考えている。 

質問②埼玉県の移住施策について 

行田市は災害にも強いという特性を持っている。人口減少が進む中、移住先に選ばれるための施策はあるか？ 

県内の I ターン U ターンの例では、まずはお試しでやってきて、出来ると感じたら家族で引っ越してくるパターン

がある。それは近い田舎だったからと言う特性があったのではないかと考えている。現在テレワークとかリモートワークが進

んでいるが、毎日通えるエリアではなく、行田でも熊谷でも、とても良い環境がある。特性を生かしてどう使っていくかだと

考えている。一方で既にお住まいの方々が、人が少なくなって不便を感じていることも事実である。両面を考えながらAI

の技術を使ってスマートシティを進め、中央とどう連携をとっていくかが課題である。そういった意味では DX 促進やインフ

ラ整備は県中央よりも県北への効果が高いと考えている。                           裏面へ続く 

特別企画 「大野埼玉県知事」対談 

県政に対するご意見ご要望は 

柿沼貴志事務所までご連絡ください 

県政報告、ミニ集会、講演依頼等市内何処でも 

お伺い致しますのでお気軽にお声がけください 

か   き  た   か ぬ   ま し  

 

柿沼の視点「県央と連携したインフラ整備を」 

柿沼の視点「災害に強い行田市に移住推進を」 
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表面からの続き 

県内インフラ整備の費用対効果は県北の方が高いと感じている。行田市は災害

にも強いという特性も生かしてアピールしていく必要がある。DX 促進については私の一般

質問でも取りあげた秩父鉄道の IC 化も埼玉県が取り組んでくれて利便性が高まったと感

謝している。単純に北部開発をすると言うわけではなく、どう開発していくかが大切である。 

質問③埼玉県の観光施策について 

行田市は日本有数の文化遺産があることが強み。県としても力を入れていくべきと感じているがどうか？ 

行田市のポテンシャルは観光だけではないが、１つの市で周遊して観光が成り立つ市町村はそうは無い。秩

父や川越は先行して有名な地域ではあるが、それに続く数少ない地域が行田市である。蓮の公園、忍城、さきたま古

墳群どれをとっても魅力があり、古い商店街にも魅力がある。周遊出来る環境づくり、周知が必要。県としても力を入

れていく。埼玉県内の周遊もやっていきたい。埼玉県は、入れ込み客数では日本で２番目にもかかわらず、宿泊が伸

びない。秩父だけ川越だけ行って帰ってきてしまう。渋沢栄一の時も３賢人を周遊するように促している。今度の補正

予算では県内の「秋のバスツアー」にも予算をつけ力を入れている。その中で行田はポテンシャルもあり非常に面白いと

思っている。県全体として観光を底上げするため政策誘導していく。 

行田市は高速道路のインターが東松山と羽生の間に位置しており、上尾道路も順調に進んでいるので更な

る観光誘致を期待したい。継続して週末は観光客が来てくれているので強みにして生かしていきたい。

質問④企業誘致や働く場について 

富士見工業団地の拡張も追加予算が決まり進めていく。行田市の更なる協力をお願いしたい。 

人口減少対策の一つとして働く場は重要である。県が力を入れてくれることは有難い。早期実現のため更な

る支援をお願いしたい。

質問⑤生徒目線に立った教育改革について 

私が一貫して指摘している教育改革について。高校は勉強だけでなく、社会に出るための学びも重要。特に

二部制高校では何かしらの問題を抱えながら通学する生徒がいる。そうした生徒たちの相談体制の強化を求めたい。

効果を出すため専門職の重要性を訴え続けている。加配や勤務状況の改善も少しずつ進んではいるが十分とは言え

ない。予算措置を含め検討いただきたい。

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置など専門的に対応できる人員の配置を進めている。

他方で全体の予算制約がある中で費用対効果が高い予算配分を考えていかねばならない。例えばオンラインの活用

も視野に入れる。ほとんどの子供たちがネットやスマホ環境があるので話を聞くと対面だと話し難く LINE の方が率直に

話しやすいと言う生徒の話も聞いている。問題を抱える生徒のためにセーフティーネットは必要だが、全ての要望に応え

ることは予算の関係上難しい。柿沼県議の意見も踏まえながら、どこに力を入れていくか検討しながら進めていきたい。 

  市民の皆様から頂いたご意見をしっかりと県に働きかけ様々な安全安心を実現しています。 

架け橋 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 南河原小学校の通学路が急遽変更

になったため、県道にグリーンベルトを

設置していただきました。更なる安全

性確保のため、押しボタン式信号機も

設置要望していきます。 

柿沼の視点「市内多数の文化遺産で観光誘致を」 

柿沼の視点「人口減少ＳＴＯＰ！働く場の確保を」 

柿沼の視点「相談体制の強化と予算措置を」 


